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　　　　　　　　▲安全点検の様子(H27.6.16)

▲サイレンの鳴り方（寺原橋付近まで届きます）

編集後記

これから台風シーズン本番を迎えます。

大雨の際には、ダムからのサイレンや防災無線など、発信情報にご注意ください。

ダムの役割が十分に発揮されるよう職員一丸となって管理をしていきます。

ご理解・ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 【発行：島根県隠岐支庁県土整備局】

６月に入り中国地方も梅雨入りしたところですが、今年は今までのところ降雨が少ない日が続きました。

しかし、近年はゲリラ豪雨など、集中豪雨が全国で多発しています。６月～９月ごろは梅雨、台風による大

雨が多いため、銚子ダムでは｢洪水期｣として普段よりも体制を強化し、５月２９日（金）には洪水が起きたと想

定して「ダム管理演習」を行い、万一の場合に備えているところです。

大雨の際には、ダムからのサイレンや防災無線など、発信情報にご注意ください。
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皆様に安心して銚子ダムに来ていただけるよう、地元住

民の方々や隠岐の島町職員さんなど９名で、６月１６日

（火）に「銚子ダム周辺一般利用施設安全点検」を実施し

ました。

点検員の皆様には利用者目線で周辺施設の状態を

チェックしていただきました。

ご指摘いただいた内容は改善し、地域の皆様に安心・安

全に利用していただけるよう引き続き管理していきます。

川の水位が急激に増えることが予想されるときや、

非常用洪水吐（ダム上部にあいた４つの穴）から放

流が予想されるときは、サイレンを鳴らしてお知らせ

します。

このサイレンを聞いたら、銚子川に入っている人は

すみやかに川から上がってください。また、川に入ら

ないようにお願いします。

今年は５月から６月にかけて雨の少ない日が続き、

下流の河川の水の量が少なくなりましたので、バル

ブから放流を行い一定の水量を確保しています。
※利水放流とは、動植物の生息や農業用水の確保など、河川流水

の機能を維持するのに必要な水量を確保するための放流のこと

をいいます。

銚子ダムに関する情報を発信しています！

ダム建設の変遷やダムの働き（機能）などをイン

ターネットで見ることができます。

水位や雨量の情報へのリンクも掲載しています。

ぜひ一度「島根県ホームページ」からご覧ください。


